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Abstract: At a Japanese university, zero-beginner Japanese language learners struggle to learn Hiragana and 

Katakana effectively. International students who study in Japan often have short interval between arrival and 

the start of the first semester. In order to succeed in their daily life and in their studies, they need to have 

effective self-study learning materials for acquiring Hiragana and Katakana before arrival in Japan. This 

study introduces a new online system based off of the “Association Method” that can be accessed on both 

computers and smartphones. Results of the study indicate that learners remained highly motivated and 

acquired Hiragana and Katakana efficiently. 
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１. はじめに 

立命館アジア太平洋大学は、全学生の約半数

を留学生が占める。また、日英二か国語で講義

が履修でき、日本語能力がゼロでも入学可能な

ため、留学生の半数以上がゼロ初級者である。 

ゼロ初級者は来日前にひらがな・カタカナを

習得しておくことになっているが、ひらがな・

カタカナが十分に身につかないまま来日する

学習者も多く、このような学習者は、日本語ク

ラス開講前に一週間ほどかけて行われるひら

がなセッションで、ひらがな・カタカナを学習

することになる。しかし、来日してから開講す

るまでの期間はさほど長くなく、完全に文字が

定着しないまま授業が始まってしまい、授業に

ついていけない学習者も少なくない。より速く、

効率的にひらがな・カタカナを習得できる自習

教材が必要となっていたため、連想法を使用し

た自習教材を作成することにした。 

 

２. 連想法 

連想法とは、「イメージや奇抜な“ごろあわ

せ”などを仲立ちとして文字と音との連合を形

成する技法（カッケンブッシュ他, 1989）」で

ある。画像や文のような意味のある刺激は、よ

り速く、深い水準の処理を促し、深い記憶につ

ながる（Craik & Lockhart, 1972）とされており、

連想法はひらがな・カタカナの効率的な習得に

最適の方法だと考えた。 

連想法を用いたひらがな・カタカナ学習教材

としては、『Hiragana in 48 minutes』（Quackenbush 

and Ohso, 1983）、『Kana can be easy』 (Ogawa, 

1990)等が挙げられる。これらの教材は IS 連想

法（I は Image、S は Story の頭文字）という技

法を用いている。IS 連想法とは「イメージとス

トーリーを使った連想によって文字を短時間

で導入する教授法」（梅田他, 2009, p.122）であ

る。 

 

３. 学習サイトの概要 

絵とストーリーを組み合わせることで、記憶

がより深いものとなるというのが IS 連想法の

考え方であるが、梅田他（2009）の調査による

と、ストーリーが覚えにくさの主な理由になっ

ているケースもあった。「無理のあるストーリ

ーでこじつけるのはかえって逆効果になりか

ねない」（梅田他, 2009, p.134）という懸念から、

今回作成した教材では、わかりやすく、学習者

に馴染みがあるものをモチーフにし、混乱を招

かないよう、ストーリーは排除するか、入れる

としてもシンプルなものとするよう留意した。 

当初作成したものは、連想の鍵となる絵と単

語、または 2～5 語で構成されるフレーズを 50

音表に並べた紙ベースの教材であった（図 1）。 

しかし、学習者数の多さと予算の関係から、

学習者に配布されたものは

モノクロのコピーであり、

絵が印象に残りにくいので

はという懸念があった。そ

のため、ウェブベースであ

れば、教材をカラーで提供

し、尚且つパソコンからで

もスマートフォンからでも図1 絵と単語の例 



アクセスしてもらうことができると考え、文字

学習サイト「 Hiragana & Katakana through 

pictures」注 1を作成した。 

基本的なフォーマットは紙ベースのものと

同様で、50 音表に絵と単語・フレーズを並べた

ものである。また、独習時に書き方や発音がわ

からず、苦労している学習者が多く見られるた

め、絵をクリックすると書き方がアニメーショ

ンで表示され、音声が再生されるようにした。

そして、ゲーム感覚で繰り返し練習できるよう、

4～5 択の練習問題も付加し、来日前の独習にも

対応できるものにした。 

 

４. 学習者へのアンケート 

学習者たちの学習過程と困難点、サイトの使

用感を調査し、今後のサイトの改善に役立てる

ため、サイトを使用した学習者にアンケートを

行い、23 名から回答を得た。国籍は、インドネ

シア、バングラデシュ、オーストラリア、スウ

ェーデン、ドイツ、ナイジェリア等である。 

4.1 覚えやすい文字、覚えにくい文字 

まず、学習者に「覚えやすいひらがな・カタ

カナ」と「覚えにくいひらがな・カタカナ」を

5 つずつ挙げてもらい、その理由を質問した。 

「覚えやすいひらがな」の理由としては、

「『き』は King の顔、『ぬ』は Noodle と箸、

のように、絵を覚えて記憶している（インドネ

シア人）」、「『ん』はアルファベットの n、

『あ』は Apple に見える（ドイツ人）」のよう

に、学習サイトのストラテジーが役に立ったと

いう意見もあった一方、「『く』は鳥のくちば

しのように見える（オーストラリア人）」、

「『ゆ』は魚のように見え、『し』は釣り針の

ように見える（オーストリア人）」のように、

独自のストラテジーを作って覚えているケー

スも見られた。 

また、「覚えやすいカタカナ」の理由として

は、「カ、キ、リはひらがなと似ている（スウ

ェーデン人）」のように、ひらがなとの類似性

が多く挙がった。 

一方、「覚えにくいひらがな」の理由として

は「『む』と『あ』と『お』を混同してしまう

（オーストラリア人）」、「『せ』はカタカナ

の『サ』に似ている（インドネシア人）」、「『ぬ』

『ね』『わ』は似ているし、『め』と『ぬ』は、

ほぼ同じ（タイ人）」のように、他の字との類

似性を挙げている学習者が多かった。 

「覚えにくいカタカナ」の理由も、「シ、ツ、

ソ、ンは形がほぼ同じ（インドネシア人）」、

「『タ』は『ク』に酷似している（オーストラ

リア人）」のように、類似性に関するものが多

数を占めた。 

4.2 学習サイトに対する評価 

「教材は効率的に覚えるのに役に立ったか」

という質問に対する回答は概ねポジティブな

もので、90%以上が「そう思う」もしくは「非

常にそう思う」と回答し、「ステップが明確（イ

ンドネシア人）」、「覚えるための絵があるの

で、完璧に覚えていなくても大体のイメージは

つかめる（スウェーデン人）」、「書き順が覚

えられる（オーストラリア人）」、「たくさん

絵があるにも関わらず、シンプル（インドネシ

ア人）」といったフィードバックを得た。 

一方、「イメージしにくいものもいくつかあ

った（ナイジェリア人）」、「役に立つことも

あったが、いつもというわけではなかった（イ

ンドネシア人）」のように、連想のヒントとな

るモチーフに対する不満の声も聞かれた。 

 

５. 今後の課題 

こうした学習者の声に対応するため、わかり

にくい、またはあまり連想の役に立っていない

モチーフについて学習者に調査を行いたい。 

また、覚えにくい文字の理由として他の文字

との類似性を挙げている学習者が多かったた

め、類似した字の識別と記憶を補助する工夫が

必要となるだろう。 

更に、サイトの教育効果を測るため、学習者

を実験群と統制群に分けての対照研究や、ひら

がな・カタカナに対するイメージの変化につい

ての調査を行うことを検討している。 

 
注 

注 1 「Hiragana & Katakana through pictures」 

https://sites.google.com/site/kanakanavi/ 
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